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　世の中には、長い年月の中で “部屋を拡張したい” “ベランダを付けたい” などの様々な欲求を受け止めながら増改築を繰り返し続けた建築が存在

する。使い手が空間に関わり、増改築をしていくことで引き出される空間に建築の魅力があると感じた。

　私は地域に根付いた歴史や伝統、記憶を壊していくように存在する高層マンションや再開発事業など建設の機械化によって生じてしまった “建て

ること” と空間を “使うこと” が分裂した現状に疑問を感じた。

消えていく建築の痕跡　

計画敷地　ー東京都品川区 品川浦船溜りー

工事

防災対策

再開発

道路整備

残し、返り咲く居場所

　面影を残し存在する痕跡の集合

体は、街そのものを表現している。

本計画では合理性が先行され建設

の機械化が生じ、街の表情を塗り

替えてしまう再開発の存在と街に

流れる時間において蓄積された増

改築の痕跡がお互いに協力し合い

ながら一緒に存在する場所を計画

していくことを目的とする。お互

いに強調し築き上げた場所は「生

きられた場所」を残し、更新しな

がら現代の街の重要な居場所とし

て返り咲く。

痕跡を落とし込む設計手法　マチに点在する 29 個の増改築

＃バラバラファサード ＃トタン帽子 ＃絡まりつく植物 ＃物置き場化した屋根 ＃付け加えられた展望台 ＃蓄積された他素材の壁 ＃くり抜かれたブロック塀 ＃ダンダン空中倉庫

＃サビた廃材の集会場 ＃飛び出るボリューム ＃空に伸びる旗竿 ＃急勾配な階段ハシゴ ＃川へと抜ける廊下 ＃浮遊するデッキ ＃取り付くトタン囲い＃増築で生まれた狭い路地

＃増改築の痕跡の説明 ＃食い込むボリューム ＃囲まれる階段 ＃竹で拡張した塀 ＃列柱の増築 ＃モノを守る屋根 ＃道に溢れた私物 ＃拡張していくベランダ

＃バラバラファサード ＃くり抜かれたブロック塀 ＃ダンダン空中倉庫

＃飛び出るボリューム ＃急勾配な階段ハシゴ ＃川へと抜ける廊下 ＃浮遊するデッキ

＃生きられた痕跡の説明 ＃食い込むボリューム ＃道に溢れた私物

＃乗っかる物干し場 ＃大きいテント

＃後付けバルコニー ＃二軒をつなぐ物置場

＃電柱を避けるトタン壁 ＃壁にくっついた屋根

Photo

＃モノを守る屋根＃竹で拡張した塀 ＃列柱の増築＃囲まれる階段 ＃後付けバルコニー ＃二軒をつなぐ物置場

＃乗っかる物干し場

＃蓄積された他素材の壁

＃空に伸びる旗竿 ＃大きいテント

＃付け加えられた展望台

＃拡張していくベランダ

＃取り付くトタン囲い

＃トタン帽子 ＃絡まりつく植物 ＃物置き場化した屋根

＃サビた廃材の集会場＃増築で生まれた狭い路地

＃壁にくっついた屋根＃電柱を避けるトタン壁

？

　リニア中央新幹線に伴い、重点検討区域とされた品川駅南エリアを対象地域とする。更新されていく品川区から程よく距離を取る
船溜りは昔、漁村集落として活気溢れる集落として存在していた。現在では漁業としての機能の活用はされておらず、街と水辺の関
係は損なわれている。しかし、漁村集落特有のセルフビルド・生活における増改築たちの手垢が生き続けている。

付け加えれた展望台？

1. 痕跡に名前を付ける

＃付け加えられた展望台

2. モデル化

経年劣化 屋根

3. 分析

竹の音が響く動線

4. 組み合わせる

＃列柱の増築

＃壁にくっついた屋根

＃食い込むボリューム

＃乗っかる物干し場

＃ダンダン空中倉庫

既存部分

増改築形態

リノベーション

完成度　20%

PHASE1　2021 年（現在）　オーナー住居兼水上ダイニング　開拓　

オーナー住居

光のパーゴラ

水上ダイニング

プライベートテラス

空き家

社宅マンション

船着場

＃物置き場化した屋根

釣り小屋

暮らしの保健室

宿場

PHASE3　2040 年　暮らしの保健室・釣り小屋・宿場　開拓　

既存部分

増改築形態

完成度　70%

展望台

＃大きいテント

作業場・船着場

＃川へと抜ける廊下

既存部分

増改築形態

完成度　40%

＃モノを守る屋根 ＃付け加えられた展望台

PHASE2　2030 年　工房所・展望台　開拓

＃拡張していくベランダ

既存部分

増改築形態

完成度　100%

PHASE4　2050 年　川ゴミ焼却炉・風呂小屋・マチの時計台

＃竹で拡張した塀

＃空に伸びる旗竿

＃道に溢れた私物

＃絡まりつく植物

＃浮遊するデッキ

マチの時計台

休憩所

マチの植物園

風呂小屋

川ゴミ焼却炉

宿場

暮らしの保健室

宿場リビング
宿場テラス

マチの庭園

水上ダイニング
光のパーゴラ

事務所

寝室
作業場・船着場

展望台

地域の隠れ家
加工場
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生残る痕跡群

ー 品川浦に残る増改築の形態を継承した都市に現る開拓式水辺建築 ー
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地域住民がよく通る裏路地から見たパース

地域の外部動線にオーナーの出来事が溢れ出していくと共に、光のパーゴラが街の人とつなげるハブとなる。

水辺空間の始まりである水上ダイニングを橋から見たパース

衰退し続けた水辺空間をオーナーの改築によって活気溢れる場所へと蘇る。

満潮時に現れる浮遊するデッキから見たパース

人と川が離れたこの今日において、川を横断することは都市では体験できない居場所が徐々に見えてくる。

マチのシンボルとなる展望台から見たパース

開拓されていく状を眺めることができるとと同様に、再開発が進むに連れて痕跡の集積が輝き始める。

経年変化が楽しめる街の庭園から見るパース

地域住民が手入れを行い自分たちの居場所を拡張していく。オーナーの所有からやがて地域の財産となる。

活気溢れる川沿いと釣り小屋を見るパース

川沿いを歩くと釣りをしている人、地域住民たちが立ち話をしているなどその風景は徐々に当たり前になる。

a. 水上ダイニング
オーナーの趣味から始まる。開拓の拠点地からやがて品川浦の盛り場となる。

光のパーゴラ
地域の人々が通る狭い路地に現れる。北側から優しい光が漏れる。

b. ビール工房
小さな趣味がマチへと発展していく。オーナーから住民へと引き継がれるだろう。

d. 船着場・作業場

船での材料調達のために使用していたこの場所は、これからの時代の交通手段となる水上バスの拠点になるかもしれない。

ビール貯蔵庫（洞窟）
元々オーナーの倉庫から貯蔵庫へと開放。洞窟の環境を生かし、貯蔵をしながら展示室にもなる。

c. 地域の工房場・加工場
開拓していくための核となっていた加工場は、やがて子ども工房へと変容し体験の場となる。

e. 川へと抜けるトンネル
大きな木々が生い茂る入り口から光が照らされる川へと向かって人々が通っていく。

f. マチの庭園
地域住民と一緒に育てていく庭園はマチを彩り、自ら居場所を獲得していく。

漁村集落の元作業場

地域の隠れ家的存在をそのまま残す。デッキを拡張し、満潮時に川を渡れる秘密の道でもある。

g. 暮らしの保健室

マチの相談所となり趣味なども楽しめる憩いの場。オーナーから住民へと引き渡され住民も開拓者となる。

j. マチの風呂小屋

既存の石垣塀、竹のルーバー、川辺に囲まれ、五感を楽しむことができる。このマチならではのスケール感でオーナーが開拓した。

h. 船小屋・釣り小屋

使わなくなった船を利用した談話室を設け、釣りも楽しめる場所。マチと水辺の関係を再構築していく。

i. 川ゴミ焼却炉
隣り街の再開発の影響から流れてくる川のゴミを集めるステーション。この熱で風呂を温めるボイラーの役割を果たす。

痕跡の集積が街並みを修繕していくかのように

川の流れとともに再び街へと躍動する

先代が築き上げてきた漁村集落のセルフビルドが

オーナー

趣味を見つけ密かに楽しむ

廃材で空き家をリメイクする

オーナー

小学生

地域住民 地域住民

サラリーマン 会社仲間

家族連れ

地域のお茶会参加

休日に釣り体験

共有庭園のお世話
オーナー

小学生

地域住民

サラリーマン

作業を手伝いに訪れる

展望台で一息

登下校、川に向かって走る
スカイラインを街並みに合わせる

風を街全体に吹き込む余白

水平ラインを強調させ、空へと広がる

ボリュームを住宅スケールに抑える

大通りから視線を集める

街並みを見下ろし、変化に気付く裏道に光を落とし込む

新たなシンボリックの表出
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